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　税制改正により、公的年金からの特別徴収や
ふるさと寄附金税額控除、ワンストップ特例制
度など、主に３点が変わります。
　お問い合わせは市民税課 483-1151（代表）へ。

①特例控除額の上限の見直し
　特例控除額の上限額が、調整控除後の所
得割額の10パーセントから20パーセントに拡
充されます。
②特例控除額の計算方法の見直し

■特例控除額の計算方法
控除額＝［地方公共団体に対する寄附金の合計額－2,000円］×
　　　　［90％－所得税の限界税率（0～45％）×1.021（※復興特別所得税）］
※50年度までは、復興特別所得税（2.1％）が加味されています。

※28年10月の市民税・県民税より適用

28年度から市民税・県民税の
制度が一部改正されます

としていましたが、年間の税額を平均して徴
収するため、下記のとおり計算方法が変更と
なります。
② 年度途中の税額変更・転出による年金特別
徴収
　年金保険者に特別徴収税額を通知後、その
額が変更された場合や他市区町村へ転出し
た場合、今までは特別徴収から、普通徴収（納
付書または口座振替で納める）に切り替わ
っていましたが、28年10月からは原則、特別
徴収を継続できるようになります。

　27年分以後の所得税の最高税率が40パー
セントから45パーセントに引き上げられたこ
とに伴い、特例控除額の計算に用いる所得税
の限界税率が、所得4,000万円超の場合は、
40パーセントから45パーセントに変わります。

≪仮徴収額と本徴収額の計算方法≫

（例）65歳以上の人　市民税・県民税（年税額）が６万円の場合、各納期の額は…

＜現行＞
仮徴収額＝前年度分の本徴収額÷3
本徴収額＝（年税額－仮徴収額）÷3

＜改正後＞
仮徴収額＝（前年度分の年税額×1/2）÷3
本徴収額＝（年税額－仮徴収額）÷3

年
度 年税額

現行 改正後

仮徴収額
（４・６・８月）

本徴収額
（10・12・２月）

仮徴収額
（４・６・８月）

本徴収額
（10・12・２月）

28 ６万円 １万円 １万円 １万円 １万円

29 ３万6,000円
（医療費控除の増等） １万円 2,000円 １万円 2,000円

30 ６万円 2,000円 １万8,000円 6,000円 １万4,000円

31 ６万円 １万8,000円 2,000円 １万円 １万円

　確定申告の必要がない給与所得者等が、都
道府県・市区町村に2,000円以上の寄附（ふ
るさと納税）をした場合、所得税の確定申告
や、市民税・県民税の申告をせずに、寄附金
控除を受けられる「ふるさと納税ワンストッ
プ特例制度」が新しくできました。なお、こ
の制度は27年４月１日以降の寄附から適用
されます。
■対象
▶給与所得者等の所得税の確定申告または市
民税・県民税の申告が不要の人
▶27年１月１日から３月31日の３か月間に
ふるさと納税をしていない人
▶寄附先が５団体以下の人
※複数の所得の申告や、各種控除を受ける
ために確定申告または市民税・県民税の申告
をする人は、対象となりません。
■制度を利用するには
　「寄附金税額控除に係る申告特例申請書」を
各寄附先の自治体へ提出が必要です。また、
申告特例申請書の内容に変更があった場合
は、寄附をした翌年の１月10日までに「寄附
金税額控除に係る申告特例申請事項変更届
出書」を各寄附先の自治体へ提出する必要が
あります。詳しくは各寄附先へ。
■注意点
▶特例を受けた場合、当年分の所得税からの
所得控除は行われず、翌年度の市民税・県民
税から所得税の控除相当額（申告特例控除）
を上乗せして税額控除されます。
▶特例が受けられない場合でも、確定申告ま
たは市民税・県民税の申告をすると、寄附金
控除を受けられることがあります。寄附金控
除を受けるには、寄附金の領収書が必要とな
ります。
▶特例での寄附金控除を受けていても、後日
医療費控除などにより確定申告を行うと、特
例が無効になります。そのため、市民税・県
民税から控除されていた申告特例控除額等
は無効となります。
▶市民税・県民税が非課税の場合は制度の対
象にはなりません。ただし、所得税が課税さ
れている場合は、所得税から寄附金控除の適
用を受けられることがあります。
　詳しくは、インターネットで「ふるさと納
税ポータルサイト」で検索してください。
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①年金特別徴収の仮徴収額の見直し
　今までは、前年度分の本徴収額を仮徴収額

公的年金からの特別徴収（引き
落とし）の見直し

ふるさと寄附金税額控除の拡充（28年度から）

ワンストップ特例制度




